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一観念による呪縛一
A『古事記』（6） 河　野　信　子
若い女　自然のなかにある火と、人によって「生
活と生産」の場にまでひきいれた水火の双方をめ
ぐって、たとえば『古事記』も、二重の意味をこ
めているようでございます。浄火から劫火まで、
火をみつめていれば、いまどきの私でさえ、さま
ざまな幻想のなかに心を遊ばせますもの。ただ、
原子力の火などは、見つめる気にはなりませんが。
老婆　たしか、『古事記』では、どのような思い入
れも、説教もなく、ふたりは、自然現象を生んで
いきます。『日本書紀』などでは、霧を生んで「薫
り満てるかな」などといっていますが、『古事記』
のほうは、あっさりと語りつらねています。面白
いのは、水は海を本源として、河、川となってい
くあたりです。私この年になっても、水の旅を思
うとき、山頂から、上流・中流・下流・河口・海
となります。権力の流れに合わせて自然まで見よ
うとする、「バカ」がしみついたせいでしょうか。
海を本源とするほうが、女の原理にも自然の原理
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にも出会っていますのに。ただ、「火」となると、
『古事記』は、にわかに物語めいて来ます。
若い女　比較神話学もこの「火の神」にかかわる
あたりから、カルデヤの神話から、プロメテウス
幻想まで連ねて、民族の移動状況から、観念の移
動まで、しらべて、さまざまな仮説を提出し、「複
合神話」の形成過程をつきとめようとしたりして
います。
老婆　唯一絶対の解は、今後どのように待っても
出てきはしないでしょう。どこかで、考古学資料
がひとつ出れば、百の仮説と、不明の部分を拡げ
ていくわけです。仮説もまた愉しといたしまして、
ここでの話は、仮説などひょいと飛ばして、忘れ
られた女たちを引き出して見ましょう。
　　　　　　　ヒ　　　ヤギハヤ　ヲ若い女　「次に火之夜藝速男神を生みき。亦の名
　　　カガピコ　　　　　　　　　　　　　カグツチは火之絃毘古神と謂ひ、亦の名は火之迦具土神と
謂ふ。この子を生みしによりて、みほと辛きかえ
　　　コヤて病み臥せり」とイザナミは、その後も、嘔吐し
た物や排泄したものから、対なる男女の神を生成
させます。鉱山としての男女、土（ねば土の神）
の神としての男女、女神としての水の神、生産の
男神、食物を司どる女神などといったように、い
ずれ、人の暮しにかかわる者たちが生まれ、そし
て、イザナミは死にます。
老婆　このあたり、やはり、稗田の阿礼は「女」
と思わせる語り口ですな。現実の女でなくても、
「女性原理」をつらぬいています。「鉱山」の神に
女神がいたのは、のちに対ではなくて、「女神」だ
けにしてしまって、崇り、怒り、嫉妬の神などと、
ずいぶん厚ぼったい幻想を巻きつけられてしまっ
て、鉱山も社会文化史をまとうというわけですか。
若い女　死と生産を司る王権の物語は、やがて自
らも、罰を受けて死なねばならぬとなりますが、
この段階までは、罰ではなく、自然なることとなっ
ているように思われます。
老婆プロメテウス幻想は、神と人との、融合し
がたい分離を含んでいますね。また罰も火をめ
ぐって引き出されています。観相の場に、火にか
かわるかぎり、やがて原子力の火に行く、人間の
側の責務が語Dこまれていましょう。『古事記』の
ほうは、必然の受容なのか、ただのナイーヴさな
のか。
若い女　ここでも、生は死を負い、死は生を引き
出すとはなっています。人は、生命のすべてに、
「生まれることは死ぬことだ」とせざるを得な
かったのではないでしょうか。火の神の三重の名
も、光、力、臭の三方向を持っています。（この項
つつく）
宮崎勤と吉本ばななの同一性
福　島　ひとみ
　1989年の日本社会を騒がした最大の事件は
何といっても連続幼女誘拐殺人事件だろう。あの
数千本のビデオに囲まれた、光の射さない小部屋
を見て私が思ったのは、あらゆる領域からプロが
消えた感のあるこの日本で、まだこれほどの聖域
を護りえたプロが存在したのかという驚きだっ
た。プロとアマの臨界点を分けるのは、彼女、彼
が自己の聖域を持ちえるか否かにかかっていると
私は思っている。宮崎勤の部屋に見たものは、そ
のまぎれもない聖域だった。ただその聖域が、過
去のそれに較べるといかに差があるかは歴然とし
ている。たとえば、宮崎勤がその犯罪の実行にお
いてヒントにしたといわれるビデオに、日野日出
志の『血肉の華』がある。あのビデオは、切り刻
まれるヒロインが醜女であるという点をのぞいて
は、どこぞの古色蒼：然とした、およそ時代錯誤で
仰々しい、江戸川逆歩の『淫獣』あたりに出てき
そうな地下室が舞台となっている。あの周囲と隔
絶した地下室と、たったアコーディオンカーテン
ー枚で仕切られた宮崎勤の部屋とがいかにかけ離
れているかは明らかである。もしかしたら、宮崎
勤がギコギコと幼女の遺体を切り刻んでいるほん
の数メートル真横で、誰かしらがテレビを見、カッ
プラーメンぐらい食べていたかも知れない。ここ
までくると、ナチの犯罪めいた陰惨きわまりない
ものになってくるが、ホラービデオですら描きえ
なかったこういう白日のもとでの犯罪を、小説に
たとえるとするならどういう作品になるだろう？
　大きく社会を揺るがす事件が起きると、マスコ
ミは過去の文学作品になぞらえたがる。分かりや
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すい例が1971年から72年にかけて起きた連
合赤軍による内ゲバ殺人事件である。記憶に新し
い方も多いと思われるが、あの事件ではドストエ
フスキーの『悪霊』が持ちだされた。実在のネ
チャーエフ事件をモデルにしたといわれる『悪霊』
では、シャートフが数人がかりで殺される凄惨な
リンチのさまが、読むにたえない悪魔的にリアル
な筆致で再現される。『悪霊』を読めば連合赤軍事
件がいかに凄惨であったかが分かるといえるほど
で、日本版『悪霊』を書き継いでいる埴谷雄高の
コメントが麗々しくマスコミに取り上げられた。
では、宮崎勤の犯罪を小説になぞらえるなら、何
になるだろう？　私が読んだかぎりでは、日野日
出志のホラービデオが指摘されたぐらいで、類似
の小説はあげられていなかった。しかし、宮崎勤
の犯罪は、ある小説作品に不思議に溶け込むので
ある。吉本ばななの世界だ。
　ばなな作『キッチン』は、読まれた方も多いと
思うが、あの小説には読み捨てならない文章が出
てくる。「本当に自立したいと思う人間は、何かを
育てるといいのよね。子供とか、鉢植えとかさ。
そしたら、自分の限界がわかるのよね。」この個所
を読んだ私はア然とし、たかだか二十歳そこそこ
でこういう断定的な文章を書けるのは、この子を
育てた母親が、よほど快適に保護されていたんだ
なあと感心させられた。ところが、それほど快適
に保護されているわけではない市井の主婦は、保
護と被保護の欲求が重なる危険をはらみ、一人の
子ども、一本の鉢物を育てるたびに、まるで生ま
れつきの持物を無意識に自ら捨て去るかのよう
に、自立の精神を失っていくのが現状である（だ
いたい、子どもと鉢物を一緒くたに並べること自
体、失敬ではないか）。むしろ主婦のお山の大将じ
みた身のほど知らずの万能観念は、子どもを育て
るがゆえに身につくものとさえいえる。主婦が自
己の限界をつきつけられるのは、断じて子どもを
育てることによってなどではなく、子どもを通し
て杜会とぶつかる時である。それを経験しないか
ぎり、子どもを育てつつある主婦が自己の限界を
知ることはなく、安易な万能観念は無限に増殖し
ていく。
　ばなな先生の「独断と偏見」を私の「独断と偏
見」で切らせてもらうなら、彼女の発想は完全に
「常識」に逆転している。
　ばななの世界は確かに美しく、優しい。一時代
昔の少女マンガ、瞳に星がキラキラ光り、どんな
貧乏な子の家にもカーテンがさらさらというあの
世界である。そこに欠落している現実と常識を想
起するなら、実に無残な形象が浮かび上がる。ば
ななの世界の優しさは、ひたすら同類の人間に対
するそれであって、車椅子の他者、精神的肉体的
病いに坤吟ずる他者への優しさではない。同類の
人間に対して優しければ優しいほど、自分とは異
なる「他者」の存在そのものが非情に切り捨てら
れる。だから、ばななの美しく優しいキッチンで、
似た者同士の人物達が談笑しながら飲み食いして
いる真横で、宮崎勤のようなメガネ男が幼女の遺
体をギコギコやっていても、何ら不自然も無理も
なく、それは寸分の狂いもなく重なり合って美し
く凄惨な光景だろう。
　ちなみに、宮崎勤と吉本ばななは、そのキャラ
クターそのものがよく似ている。生まれた年代が
同じなら、醜男醜女という、人間の性格形成に決
定的な影響を与える外形的な不利というマイナー
な特徴も同じ、要するに、昭和三十年冬後半に生
まれた醜男は宮崎勤に、醜女は吉本ばななになる
ということだ。彼らの育った環境は潤沢であった
かも知れないが、親の世代は極地の貧しさを経験
したという異常な格差も、その人間性を歪ませて
いる。この成金世代が、長い年月観賞にたえうる
芸術作品なりを生みだすことは到底不可能だろう
ということを付け加えておきたい。
鞭、
tw一　一　〇t
tisi；一　ff
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もっとわがままに、そして謙虚に
新　井　れい子
　本誌Nα　8に掲載された「男からの逆襲一限りな
い女の堕落を前にして一」を読み、もうびっくり
してしまった。はじめ、これは、昨今の女性パワー
に脅威を感じた男がヒステリーを起こして、偽名
で投書したのではないかと思った。しかしそうで
はなくて、筆者はやはり女性であり、しかも当会
の会貝であることがわかって、あらためて読み直
してみると、引っかかり、理解に苦しむところが
多かった。（私が鈍感で無知なのかもしれないが。）
そして、これを読んで一番よろこぶのは男たちだ
ろうなと思った。男たちは女の女たたきがとりわ
けおもしろいらしいから。
　そこで、反論というのではなくて、（私は小なる
説である小説をかいているものなので、もの申す、
というような大説は苦手なのである。）私が理解で
きない点、思っていることなどを書いてみること
にした。
　まず、最近続出した殺人事件が「女たちへの男
からの逆襲」？　男が女を殺す場合、ふられたうら
みか、性的異常かの、つまり個人的な動機がほと
んどだと思っていたのだけど、「限りなく堕落した
女たちへの男帝国の逆襲」という社会的義憤にか
られてだとしたら、あまりにも短絡、愚かな手段
ではないだろうか。男ってそんなにバカなのかし
ら。
　埼玉の連続幼女誘拐殺人事件の容疑者M君の場
合は、さまざまな論評がマスコミを賑わしたが、
大人の女を相手にできる大人の男として成熟しき
れなかった彼が、自分が自由にできる無力な幼女
を歪んだ性のいけにえにしたというのが、もっと
も核心に近いような気がする。私はこの事件に関
するマスコミのあまりに過剰な興味本位の報道に
嫌気がさして、テレビはあまり見なかったのだが、
たまたま見たテレビの場面では、取材に応じてい
たのは父親で母親は姿も見せなかった。（自分が見
た部分的事実で、視点や判断が違ってくるのはし
かたがないとしても、それで全体を断定してしま
うのは、ちょっと困ることだ。）
　警戒しなければならないほんとうの女の敵は、
男社会からも落ちこぼれた殺人者などではなく
て、もっと女干智にたけた男たち、表面は進歩的な
フェミニストを装って女たちに迎合しながら、実
は、男の特権を手放す気などさらさらなくて、巧
妙に女たちを利用しようとたくらんでいる男たち
である。「女の時代」「女性上位」などというおだ
てに乗って浮かれていたら、それこそ釈迦の掌の
孫悟空になってしまう。
　「ワガママ主婦」というのがわからない。具体
的にどんな女のことをいうのだろうか。経済力に
おいて男にかなわない女は、（経済力の差は男と女
の場合能力の差ではなくて、社会構造、経済機構
によるところが大きい。）男のワガママを受け入
れ、従順貞淑、夫唱婦随でなければいけないとい
うのだろうか。外へ出て働いているために家事や
育児を手抜きせざるをえないのがワガママなのだ
ろうか。最近の女性の職場進出はめざましく、雇
用されて働く人の4割近くが女性で、しかもその
7割は兼業主婦だという。仕事と家庭を両立させ
るために妻はきりきり舞いしているのに、夫の家
事育児分担の時間は平均一日8分だという。（総務
庁調べ）この性別役割分担意識の強固さよ。
　最近の朝日新聞「天声人語」によると、20代
から50代の男性既婚者たちに、女性パワーをど
う見ているか、という調査をしたところ、社会で
の女性パワーの増大を感じている男性は89％。妻
の女性パワー増大を感じている人は、非常にが
15．2％、ややが51．6％。何によって妻の女性パ
ワーを感じるかでは「自分の主義・主張をはっき
り言うこと」が最も多く、47．6％だという。「自分
の主義・主張をはっきり言う」人間として当然の
ことを今まで言えなかった妻たちが、やっと言う
ようになってきたのである。
　なにしろ性差意識というものは、何千年という
歴史と伝統の中で培われてきて、まるで血肉化し
ているのであるから、ちっとやそっとのことでは
ゆるがないのである。既得権の上にあぐらをかい
て、ただ生物学的に男である（つまり股間に成り
あまれるものがある）ということだけでも、社会
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においても家庭においても女より優位に立ち、ワ
ガママを許される男たちの意識を変革するには、
女たちも、もっとわがままになり自己主張して対
抗する必要があると思う。一方が重くなりすぎた
シーソーを持ち上げるには、うんと強い力が必要
なように。一方に傾きっぱなしのシーソーなんて、
おもしろくないじゃない。
　今、男性文化の創りだした科学技術の発達、競
争原理が、諸種の公害、環境破壊をもたらし、生
物の生存さえも脅かされる危機に直面して、現代
文明は行きづまりにきているといわれている。こ
の時に、女性の価値観、感性、発想が、文明を蘇
生させる力として働くのではないかとひそかに弱
みにしている心ある男たちもいるのではないだろ
うか。女たちも女だけで意識革命し、女だけで社
会を変えていくことの限界もわかってきている。
社会でも家庭でも、女性と男性の対等な新しい
パートナーシップを築き上げていくことが、これ
からの重要な課題ではないだろうか。
　1980年代のさまざまな変化の中で、特に大
きな変化は女性たちだったといわれる。たしかに、
女性にとって生き方の選択肢は増え、かってない
ほど可能性は大きく開かれているといえる。しか
し、世は激動と不確実性の世紀末、予測もしなかっ
たベルリンの壁があっという問に崩れたように、
いつどんなことが起こり、どのように変化してい
くのかわからない不安がある。フェミニズムに
とっても、「男からの逆襲」があるかもしれないし、
最近の若い層には保守化の傾向も見られるとい
う。せっかく開かれた道がまた閉ざされるような
ことがあってはならない。それみたことか、だか
ら女はやっぱりダメだ、ということのないように、
自分の置かれた状況を的確に見つめる目を養い、
自分自身に対してはつねに謙虚に努力して、力を
つけていくことを忘れてはならないと思う。
　90年代は、もう女だからという甘えは許され
ない、女性にとっての正念場であろう。
1989年を終える
高　松　輝　子
　今、日本人は、ひとの生と死の問題にかかわる
多量の情報に、混迷している。体外受精とか男女
生み分けという、「子供をつくる」という意識、何
人作るかという延長線上に、あるいは、意図して
生まないという選択の上に、ひとのいのちが、云々
されている。そして死ぬことも、個人の尊厳を無
視した延命至上主義の医療によって、ままならず、
死の判定、脳死を認めて、臓器移植へと、かけ足
で行こうとしているように感じられる。
　自分の身近に心臓移植を必要とする人も居ない
し、何か遠いような気もするが、といって無関心
ではいられない、大事な人間の存在にかかわって
いるのである。そして、世は金、金、経済、財テ
クブームとか。欲望のかたまりの猛者が次々と殺
人やら悪徳商法やら、三面記事を賑やかしている。
人は生老病死の「苦」から逃れることは出来ない。
この世に人間として生きていることとは？
　不安の時代だ。いじめや自殺も増えているそう
な。次々と詐欺商法がまかり通り、被害者は高齢
者が多いとか。宗教がらみの商法も後をたたずに
発生しているが、信仰という名のもとに被害を受
けている実証も証明出来ず、あいまいなままにさ
れている事が多い。
　ここ和歌山市で女性7名の集団自殺があったこ
とは、まだ記憶の隅にある方も居られるだろうが。
その2日前に宗教の名を借りた不幸な事が起こる
のではないかと予言めいて便りを源さんに出した
私にとって、この事件解明こそ“女性と宗教”の
テーマにふさわしいと思えてならない。何故自殺
したことが“神様の花嫁”として賞賛される言葉と
表現されたのか。花嫁という表現。信仰とは、師
の後を追って自殺する事でない筈だし、もしそう
説いていたのなら、その宗教性のインチキを暴露
すべきことではないか。そして事件が起こった後
にも、この会が消滅せずに継続して、若者たちが
例会に出席しているとは一。仏教や神祇の女性不
浄説、変成男子説、長い年月経て脈々と受け継が
れ、いまだに意識の中に流れ続けていることを、
女性宗教史をみるにつけ、まだまだこれから女性
の手で真を問わねばならないと思う。この事件の
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底には、そうした意識と地縁血縁、祖先崇拝、現
世利益を願うものがある。あるいは「悟り」「和」
と言う本覚思想、アニミズム（精霊主義）からオ
カルトまで、多種雑多な宗教らしきものが湧き出
して、賑やかに世間を騒がせる事件が次々新聞に
載っている。私は他力であろうと自力であろうと、
王国であろうと、「釈迦の教えとは」と原点をみつ
めてゆきたいと願っている。
　そして、キリストより（そんなこといったらそ
の教派の方には不愉快な言葉かもしれないけれ
ど）釈迦の方が偉いと思っている者である。“何故
なら”とここでその論を展開するスペースはない
が、欧米文明の行きづまり現状をながめていると、
東洋とアフリカへと世界の人智は動きはじめてい
るではないか。地球環境問題といい、原発、植物、
食物etc．何が文化であり進歩であるのか、科学の
罪悪（20世紀の最大の悪は、核兵器を持ったこ
とだと思うが）一神教どうしの戦争は、まだまだ、
この地球から失せてはいない。ユニセフへの支援
は10年来地味な参加をしている私だが、私自身
50年間の歩みを振り返って見ても、長年のボラ
ンティア活動している人達に、キリスト教の方が
多いという事に気付く。仏教にも慈悲というすば
らしい教えがあるが、その教えが経済優先主義に
犯されていて、まだ未熟なままのように思えてな
らない。先人の智恵に見習い、良いと思う事はす
ぐまねして、続けること。毎日をシッソに生きる
こと、理屈も時には展開してみせるけれど、実践
こそ修行として、毎朝早起き、心豊かに生きる。
1989．年ももうすぐ終わる。
　20世紀も終えんに近づいた。次代を背おう若
者たちを育て終えて、枯れて散り、若葉の肥料と
なろうとしている親としての立場の私だが、来年
も自分の関心あるテーマにそって資料を集め、読
み、足を運んで、シコシコと勉強してゆきたい。
キリスト教徒の「個人主義」に疑問あり
山　下　明　子
　「性差別と言われましても、私共には教会で差
別されたというような経験は全くございません」
のだそうでございまして、それはまあそれでおめ
でたいのだが、そもそも「性差別」などという「下
品な」言葉使いがお気に召さないらしい。
　これは日本キ・リスト教団に一昨年の末ようやく
できた「性差別問題特設委員会」が活動を開始し
て以来の教会婦人の代表的な発言である。現実と
のくいちがいも甚だしい。日本における性差別の
実態が構造的にいかに見えにくいかは、擬似女性
的な日本文化とそれを支える共同体の構造から徹
底的に明らかにされなければならない。ところで、
日本のなかで非日本的、西洋的共同体であるとさ
れてきたキ・リスト教会にしぼってこの問題をみて
みると、先の発言の裏には、「一般世間はいざしら
ず、また仏教はそうかもしれないが、教会はちが
いますよ」という意味を強調するクリスチャンと
してのエリート意識があることは明らかである。
　日本キリスト教団の場合、信徒のおよそ65
パーセントが女性である。・信仰歴の長い年配者が
多く、その女性達が中心になった婦人会の働きに
よって教会の活動が支えられているのが普通であ
る。教会にある性差別を否定するのもこのような
婦人会員自身である。「性別役割分担がなぜ悪いの
ですか。西洋とちがって日本には日本の文化があ
ります」と、低次元の認識で居直る女性も多い。
聖職や役員は男性に占めてもらい、かげでこれを
支えて奉仕するのが女性の教会活動と心得る人達
の反応である。聖書の教えというよりも、キリス
ト教会の日本化がここにはっきりとでている。少
数の男性が共同体の外的な活動方針を決定し（男
の教会）、女性はその活動に対してではなく、男性
の（つまり自分達自身の）より良きすみ家造りの
ために専ら働くことで信仰心を満足させる（女の
教会）。経済的に豊かになった国でこれでは、教会
のすみ心地ばかり良くなり、（それに合わない人間
は苦しんで去ってしまうのだが）、尽くされ甘やか
される方の男性にはインテリが多いから、牧師を
筆頭におよそ観念的か自閉症的になる。量的に女
性優位となった男女の相互依存関係の悪しき帰結
が、現在の日本の教会にはっきり現れている。こ
の悪循環を勇気をもって断たねば、イエス・キ・リ
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ストの体なる教会とは名前ばかりとなろう。
　さて視点を変えて考えてみよう。「信仰は個人の
問題である」というのはキリスト教ではまず自明
の理とされている。この教会の「個人主義」が問
題である。「彼女はクリスチャンで個人主義者、頭
のいい人だがどこか冷たい」、という外からの評価
は一つの典型的な日本のクリスチャン女性像であ
ろう。今日、青年と男の教会離れで、原理主義の
教会を除けば、いわゆるクリスチャン・ホームは
実質的に少ない。ところが、それに比例するよう
に教会が家庭化してきた。「個人主義者」の集まっ
たキリスト教会の一種独特に閉鎖的な家庭化現象
である。この程度は各個教会の性格によって当然
異なっている。もともと庶民的な雰囲気をもって
いた教会とインテリが多く長い伝統を誇ってきた
教会とでは事情もちがう。
　キリスト教の「個人主義」の内実が深刻に問わ
れねばならないのは後者の方である。日本の天皇
制共同体の原理が母性原理的であり、その基盤に
母性的宗教があることはっとに指摘されてきた。
教会の婦人会などでこの日本の仏教風土における
性差別構造の問題を話すと、「よくわかったワァ」
と感嘆される一方で、必ずといっていいほど「で
も私は個人主義ですから」と自己肯定的、ひいて
はキリスト教肯定的な感想が出る。しかしフェミ
ニズムが問題にするのは個人主義の個人ではな
く、その個の内実である。日本人に個がないので
はなく集団に和すように確立されてきたのが日本
的な個であるといえる。では日本のキリスト教会
はどのような個を成熟させてきて、今日、日本的
に固有な男女関係の教会を維持しているのか。
　近代的個人主義の本家である西欧においても、
意識的には自明のものとなってきた個人の自由と
独立の裏に、根強い権威主義的な心性があるとい
われる。そのような無意識の依存願望の育成につ
いては伝統的なキリスト教の責任は大きい。しか
し西欧の近代理性は自己解体の果敢な実践をして
きた。そのあらたな主体形成の困難と危機の情況
のなかで、フェミニズムは声を上げ、全体的、文
化批判的に育ってきたのである。昨年来の東ドイ
ツを含めた東欧の民主化革命においても各国で表
面におどりでた女たちの行動が大きな力になって
いる。教会もまたそれを支えたと伝えられる。
　古い壁をつき崩す力と確信こそ日本のキリスト
教の女達が養わなければならないものであり、そ
のように成熟した個においてはじめて、「私は個人
主義です」と日本の社会に向けて言えるだろう。
仏教は救われるか？一フ、ミニズムがめざすもの
源　　淳　子
　フェミニズムの思想が日本で定着しないままに
90年忌に突入した。
　フェミニズムが日本に定着しない理由はいくつ
かある。ここでは二点を捉えて、私の仏教とフェ
ミニズムに関する見解を改めて表明し、WOMA
NSPIRIT　No．　8の「鶴岡論文」に応えておき
たい。
　まず、フェミニズム思想は徹底した体制批判の
思想であるという自覚が徹底されていないことで
ある。思想が体制に従順になったり、体制の補完
に手を貸すようになれば、それは思想の敗北であ
る。後に残るのは体制擁護のプロパガンダの卑し
き言葉だけである。
　仏教のリアリティとは性差別的思想を内包し、
女性の救いを表面では説きながら、女性を抑圧す
る思想であったということだ。その教えは形をも
たないままでは意味をなさない。体制に迎合し、
日本的協調風土を形成し、共同体原理を展開して
仏教は生き延びてきた。それは常に言葉にされ文
字化された。そして制度を作って、ますます体制
維持を計った。その内容は男性中心主義であり、
体制を補完し、その秩序維持装置として機能して
きたのではなかったのか。そうでなければ仏教は
とっくに滅亡したであろう。
　例えば、仏教の根本の教えとされる「諸行無常・
諸法無我」の思想は人間の営為さえ自然発生的な
ものに淘汰し、存在の責任主体を自己に置くこと
をやめて、他に転嫁することにより、個人の生き
方を滅私型にデフォルメし、体制に奉仕する原
理に作り変えた。それが自覚的（信仰的）であろ
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うが、無自覚的であろうが、共生的なもの、共同
体的なものとして美化されてきた。そして、個は
常に集団に埋没しなければ存在の意味がないかの
ような幻想を生み出した。それが「和」の原理で
ある。その原理はまさに仏教思想を背景としなけ
れば出てこなかったといえるだろう。また、日本
人はしばしば自然との共生をも強調するが、地球
環境汚染問題などで最も物議を醸し出しているの
は他ならぬその日本人である。
　共生・和の原理が大好きな日本人は、自然とだ
けでなく、人間関係にもその原理を求めて止まな
い。ネットワーク・女縁などもその典型的なもの
である。そこでは個を主張することなく身内の論
理、思想だけに意味がもたらされ、その和（集団）
以外に対しては排他的にふるまう。その無自覚さ
はまた新たな自己肯定、現状肯定的な体制を作り
だしているのである。
　そうした現状肯定的な体制イズムもフェミニズ
ムの敵であることは論を侯たない。つまり、日本
的な思想が無自覚なフェミニストの背景に忍び込
んでいるという指摘である。うまく利用されてい
るのである。それでは欧米の女たちが自己責任の
もとで血みどろになって、思想解体していこうと
したフェミニズムが日本に定着するはずがない。
思想の意味を問う必要がない人に、フェミニズム
は必要ないといえるだろう。
　もう一点は、フェミニズムは成熟した女と男の
関係を創造するということである。しかし、日本
ではここでいう「成熟した」という内容が無化さ
れた男と女の関係が求められる。性による役割分
担が改善されて、男が濡れ落葉にならないために
生活歯自立が求められたり、女が経済的自立をめ
ざすことに集約されがちである。さらにひどいも
のになると、男女間にはレイプ的関係しかないと
して、セックスのない関係がいいとされたり、少
年少女の関係が夢見られたりする。少女的に可愛
い子ぶる大人の格好をした女なんて気味が悪い。
これらも又、成熟した人間になることを阻むもの
であるが、これらが結構受け入れられるのが日本
なのである。エロスを否定してしまえば、関係性
が楽になるというなんとも自信のない人間関係に
満足しているらしい。その結果、エロスを否定し
たフェミニズムがやたらと目につくのである。エ
ロス肯定は、まず個がエロス的主体を確立するこ
とである。そこには先に述べたような即物的な男
女の共生関係など入り込む余地はない。つまり、
エロスは自己との闘いであると同時に、他者との
闘争でもある。しかし、その厳しい緊張関係のな
かに、瞬間的なエロス交換のめまいに酔うことが
できたり、めくるめく快楽を享受することができ
るのである。
　しかし、現状の日本でエロス主体になって生き
ることは非常に困難である。そのような文化を
もっていない国だからである。エロスは特殊な領
域に置かれて卑狽なものに疑められ、一般にはエ
ロスを排除し、エロス主体でない人が認められて
きたからである。この日本の性風土の中では、エ
ロス主体になることは罪悪視されたほどである。
　エロスを否定し、エロス主体になることを阻ん
できた思想は仏教である。この日本の凡庸なる性
風土を生みだす役割を担ったのが仏教である。こ
こに仏教思想の役割を厳しく見据える観点があ
る。
　さて、エロスの否定がそのまま男性中心主義の
仏教思想だという指摘には、仏教を肯定する側か
らの反論を予想しなくてはならないのだろう。「親
驚の思想は違う」という声を聞かねばならないの
だろうか。親驚の性肯定は、人間的でありたいと
する彼の真摯な態度にみられるが、親驚の女との
関係は対関係ではなく、母性原理を基調とする母
子関係にすぎない。それを日本的母性原理に呪縛
されたものだと論証するのが、フェミニズムの思
想であるはずだ。
　仏教思想がもつエロス否定、そして、大乗仏教
から日本仏教へと伝承された母性原理肯定は、男
性中心主義が手を変え、品を変えて女性を疑めん
ための装置であった。ここに怪しげな仏教の二元
論が指摘できるのである。だとすれば、なぜフェ
ミニズムが仏教に肩をもつ必要があるのかという
当然の帰結に至るのであるが……。そしてエロス
を否定し、未成熟な人間のままでいいとする人に
フェミニズムは必要ないだろう。
　日本のフェミニズムが貧困であると嘆くだけで
はすまない。その貧困性の指摘と男性中心主義思
想解体をバネとして、この未成熟な文化、思想の
中で私は成熟した女になることをめざしたい。
フェミニズムの思想構築へ向けて。
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小冊子NQ　1
『鎖をはずせ』
について
岩　田　澄　江
　昨年12月に関東地区で、南アフリカの黒人女
性作家ミリアム・トラーディの書いた『鎖をはず
せ』を小冊子として出版しました。そもそものきっ
かけは、会員のカーター愛子さんの依頼で、私が
カーターさんと一緒に、ミリアムが8月に来日し
た時の通訳にあたったことからでした。講演の時
間内に話がおさまりきれず、本当に残念だともら
すミリアムに何とかしてあげられないかと考えた
末に、奥田さんと相談して、その原稿を私たちが
買って小冊子で出版することを約束したのでし
た。
　宿舎に訪ねていってその話をすると、彼女はと
ても喜んでくれたのですが、私の差し出した金額
には、その少なさに彼女の悲しげな顔がもっとか
げったように見えたのは、私の気のせいでしょう
か。とも角私たちとしては払えるギリギリの額
だったのですが、欧米ではもっと豊かな支援が与
えられるのだろうと、私たちの非力を残念に思い
ました。
　翻訳をすませてから、御病人の母上のお世話で
忙しい鶴岡さんがワープロを打って下さり、奥田
さんが印刷の手筈を整えて下さって、赤い小さな
冊子が誕生しました。
　アパルトヘイトの背後にナチズムがあり、それ
をアフリカーナーが容易に身につけられたのは、
カルビン主義的キリスト教教育を受けていたから
だということです。ここにも宗教の黒い影がさし
ています。南アフリカ社会の最底辺からミリアム
は、アフリカ人女性が真に目覚めて、解放される
時に、アパルトヘイトという機構は砕け散るだろ
う、と言っています。どうか読んで下さい。それ
から、アパルトヘイトがなくなるまで、金、プラ
チナ、ダイヤモンドを買わないで下さい。たとえ
ヨーロッパ製のアクセサリーでも原産国は大抵南
アで、日本が不買を行えば、それは南ア政権に対
して大きな圧力になるのです。（小冊子希望の方は
関東連絡先奥田まで。一部300円、〒100円）
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　　　　　　第5回
フェミニズム・宗教・平和の会
　　　　　シンポジウム
アーマ
「フェミニズムから見た東アジアの経済発展
と宗教」
時1990年3月31日（土）
　　　　午後2：00－5：30
場所　　東京都婦人情報センター
パ不フー
・平林　久枝
「韓国・朝鮮女性の日常生活と宗教意識」
・張　良沢
「台湾の神々」
・薄井篤子
「新宗教に見られる性別役割」
連絡先　フェミニズム・宗教・平和の会
　　　　0472（52）1167
当会に次の会員の本が贈呈さ
れました。ご参考にしてくだ
さい。
『地球の再生』
　　　レオニー・カルディコット
　　スァファニー・ルランド
　　奥田暁子・鈴木みどり共訳
　　三一書房　1989．9
『キ・リスト教と同性愛』
　　ジョン・ボズウェル
　　大越愛子・下田立行共訳
　　国文社　1990．1
『性差別する仏教』一フェミニズムからの告
発
　　大越愛子・源　淳子・山下明子
　　法蔵館　1990．3
アピール！！
　日本の情勢を見るとき、憂えることがあります。みなさん、訴えませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　1989年12月、森山真弓官房長官は、「女だから大相撲の土俵に上がれないと
はおかしい」と、本年初場所で自ら内閣総理大臣杯の授与役を買って出ることを、
日本相撲協会に申し入れた。同相撲協会は、申し入れに対して、「伝統、文化は守っ
ていかなければいけない」「こういう社会が日本で一つぐらいあってもいい」などと
拒否したとマスコミは報道した。この協会の拒否回答は、相撲は「神事」であり、
「女性は不浄」という日本古来の伝統的な女性蔑視に根付いたものに他ならない。
　今日、男女間の性差別は、人権思想の高まりの中で、世界的に厳しく糾弾されて
いるが、この度の協会の姿勢は、性差別として捉えることができる。
　相撲協会は、速やかに二三なる因習を打破し、人権思想に基づき、相撲の世界か
ら性差別を排除するように切望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　長崎市長・本島三二が、さる1月18日、右翼のテロによって重傷をおった。「天
皇に戦争責任はあると思う」と1昨年12月、長崎市議会で発言した本島市長の発
言がテロリストの銃弾の前に封殺されようとしたのである。
　本島市長に向けられた今回の凶弾は、一つにはマスコミが報道するように言論の
自由に対するものである。戦後民主主義のもとで、ようやく市民的権利と意識され
だした言論の自由に対するこの暴挙は許されない。
　また、私たちは今回の事件を単に言論の自由という問題だけにわい倭小化して捉
えるべきではないだろう。マスコミには、今回の事件の真の意味を深く捉えること
を望みたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　今秋、平成天皇の「即位の礼」と「大嘗祭」が執り行われることが閣議によって
決まった。「即位の礼」については、これを国事行為とし、「大嘗祭」については、
皇室の宮廷行事として行なわれるという。
　「即位の礼」には宗教的色彩が強く、これを国事行為とすることは憲法に定めら
れた政教分離の原則を犯すものといわざるをえない。また「大嘗祭」が宮廷費で行
われることについても、問題がある。
　「即位の礼」「大嘗祭」を執り行なうにあたって、政府は、政教分離の原則及び信
教の自由を犯すことのないよう要求したい。
フェミニズム・宗教・平和の会有志
編集　後　記
　90年代を迎えて、いよいよ「世紀末」の時代
に突入しました。記号やコピーが氾濫するポス
ト・モダンの時代も問い直されています。人々の
心が不安になるにつれて、宗教が安易にはやる傾
向もあります。再び自己確立のない他者依存や差
別が横行しないように見据えたいものです。
　なお、新しい年度に入りましたので、会費を送っ
て下さいますようお願いします。（2000円）
（J．　M．）
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